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＜連絡事項＞
・
＜患者様連絡事項＞
・北向　松男様～家族来院。医事預かりの貴重品返却済

・西舘　ミネ様～センノシドは飲み切り中止。4/9～ロナセンテープ減量の指示受ける。

・川村　貞子様～携帯使用希望あり。今週の状態をみて来週検討していくこととなる。

・鈴木　正記様～臀部ただれあり。下痢便ある旨田名部Drへ報告し、持参薬の酸化マグネシウム中止の指示受ける。今週皮膚科受診する予定とする。

＜入室状況＞
【転出】
・佐々木　悦子様～東病棟Cユニット6号室→南病棟Cユニット205号室

【転入】
・泉川　ケイ子様～北病棟301号室→東病棟Aユニット15号室

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前午後1時間ずつの開放観察実施。開放中も自室から出てくることなく臥床して過ごされている。脱衣・不潔行為無く経過。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

・袴田　将志様～終日隔離中。開放中はホールで過ごされており、易怒性・多飲水無く経過している。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処遇制限の改善を目指していく。

・柏崎　勝吾様～終日隔離中。対面時はニヤツキ見られるが性的逸脱行為無く経過している。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処遇制限の改善を目指していく。

＜柞木田Dr診察状況＞
・川村　房江様～次回処方分からレキサルティ中止となる。

その他の患者様の処方・指示内容に変更無し。

＜入院情報①＞
日　　時：令和7年4月1日  　12：39
  氏　　名：安達　よね(あだち　よね)様
　生年月日：昭和9年5月1日(90歳)
　病　　名：うつ病
　性　　別：女性
　主 治 医：深澤Dr　
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟合併症室

　＜経過＞　
　H25年10月よりサ高住「悠湯の里」へ入居中。身体表現性障害にて
　H28年7月～日赤病院受診しており、任意入院歴あり。当院転医とな
　り、H28.11.8～外来通院を行っていた。R7.3.16　38℃台の熱発あ
　り、当院発熱外来の受診希望あり、検査にてコロナ陽性となっている。
　同年3月21日ケアマネより連絡あり、コロナ罹患後、おきあがりも食
　事・水分もとれない状態が持続。施設での対応が難しい状態であると。
　薬剤調整となり、身体加療については対応可能な医療機関への相談を
　勧めていた。同年3月25日、意識レベル保たれていたがヘルパーが血
　圧測定を実施した際測定不可の状態で、肺炎の心配もあり八戸市立市
　民病院へ救急搬送。入院となっている。肺炎の所見はないも血液検査
　の結果、腎機能の低下見られ、また、外傷ないも身体疼痛の訴えが続
　いている状況。また、搬送となる前日より冷汗みられ、精神面の不安
　定さも見られている。疼痛管理、環境調整、薬剤調整目的にて当院へ
　の入院加療依頼あり、4月1日で調整となっている。　

＜入院情報②＞
日　　時：令和7年4月1日  13:10
  氏　　名：大久保　健作(おおくぼ　けんさく)様
　生年月日：昭和8年9月27日(91歳)
　病　　名：アルコール性認知症
　性　　別：男性
　主 治 医：田名部Dr　　
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Ｃユニット

　＜経過＞　
　平成28年10月から食事摂取量の減少、歩行困難の症状がみられるよう
　になり、同年11月4日に八戸市立市民病院救命救急センターへ入院。
　ウェルニッケ脳症、アルコール性肝機能障害、脱水による腎前性腎不
　全、低栄養による胸腹水貯留、葉酸欠乏による大球性貧血と診断された。
　治療にて全身状態の回復はみられて、歩行もある程度可能になっていた
　が、精神症状面で健忘や見当識障害などのコルサコフ症候群症状がみら
　れたため、同年12月13日に当院に紹介されて、同日より入院。ビタミン
　剤など服用して、徐々に認知機能は軽度認知障害程度にまでは回復して
　きて、疎通も発語は少ないながらとれるようになり、飲酒欲求も示さな
　くなったため、平成30年9月19日に退院した。令和6年8月、経口摂取困難
　と吐気によって青森労災病院へ救急搬送された。検査などから熱中症と
　脱水が疑われて、腎機能低下もあったため補液を行って、状態は改善し
　たため、翌日に退院。現在も当院への定期通院を継続中である。令和７
　年２月２７日から妻が肺炎で入院中であり、現在、単身生活。そのため、
　一人でふらふらと外に出て行ってしまい、3月28日の夕方に警察に保護
　され帰ってきたとのこと。このままの状態での単身生活は難しいとのこ
　とで、ケアマネより入院希望の連絡あり、本日当院入院となっている。

＜入院情報③＞
日　　時：令和7年4月1日  　14:45
  氏　　名：宝田　敬男(たからだ　のりお)様
　生年月日：昭和46年5月17日(53歳)
　病　　名：認知症
　性　　別：男性
　主 治 医：馬渡Dr
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：

　＜経過＞
　　元々喬梗塞の既往あり糖尿病の治療なども行っていたが、通院を自己中断
　していた。R7年1月に脳梗塞が再発し、八戸市民病院へ救急搬送されてい
　る。その後リハビリ目的で三戸病院へ転院するも、同院入院後より不穏な様
　子が見られていた。頻回なナースコール、警察への連絡を行っている。本人
　に説明するも理解不良であった。母親と二人暮らしだが、同居は困難だと話
　あり 、精神治療に関して同意している。

＜入院情報④＞
日　　時：令和7年4月1日  　16:40
  氏　　名：小嶋　つ子(こじま　つこ)様
　生年月日：昭和30年7月15日(69歳)
　病　　名：妄想性障害
　性　　別：女性
　主 治 医：小栁Dr（サポート医：深澤Dr）
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Aユニット

　＜経過＞
　　本日午前8時頃より近所の住人から110番通報あり。
　　開店前の店に無理やり入ろうとしてたため通報となる。
 　警察の聞き取りに対して「石黒組の社長に嫌がらせを受
　けている」「家に盗聴器を仕掛けられている、家の中の物
　を壊された」などと妄想様の言動聞かれ、警察の制止を振
　り切ってお店に入り、他害性があるとの事で23条通報。
　三戸警察署にて三戸保健所職員が調査面接を実施し自傷他害
　の恐れはないと判断され措置診察の実施には至らず。ただ、
　数年にわたり妄想様の発言は聞かれており精神科治療に繋げ
　たいとのことで、本日急遽受診。診察の結果、入院の必要あり、
[bookmark: _GoBack]　東病棟へ医療保護入院となる。

